いっしょに 連れていけば いいだろう。 そうすれば 張 は 

道々 で 水晶の 珠で 占い をして、 この 先に どんな 危険が 

あるか を いいあて るよ。 それが 分れば、 難 をの がれる 

ことができる じ やない か」 

「だめ だよ、 そんなうまい ことい つたって …… それに 

第一 その 話 は、 張 を 連れて行 くの はいいと 分っても、 

君まで 連れていかねば ならない わけに はならん じ やな 

ヽ ゝ I 

レカ」 

「僕 は 絶対に 入用 だよ。 だって 張が 占い を するとき に 

は、 僕が 手つ だって やらない と、 仏 さまが 彼に のりう 

つらな いんだ もの」 



「うん、 それが よかろう」 

一同 はう ち 揃って、 ぞろぞろと 山 木と 河 A 口の 住んで 

せんたくや 

いる 洗濯 店の 裏手へ 集って きた。 

だが そんなと ころに 二人 はいない ことが 分った。 そ 

して 彼ら は、 牧場の 壊れ かかった 小屋の 方へ、 わい わ 

いいいながら 流れて いった。 

面 くらった の は 山 木と 河 合だった。 小屋の 扉 をぴっ 

たりと 中から おさえて、 誰 一人 入らせまい とした。 

「ちょっと 見せろ よ。 折角こう して 送りに 来たのに… 

〜」 

「いけない、 いけない。 出発の 時刻が 来たら 堂々 と 扉 



車に の つけて しまおう」 

遂に 待ちに 待った 小屋の 扉が 左右に ひらかれた。 前 

かんせい 

に 集まって いた 二十 何人の 友 だち は 一 せいに 歓声 を あ 

げた。 自動車 は 小屋の 中から、 がたがたと 音 を させて 

外に 姿 を あらわした。 河 合が ハンドル を 握リ、 その 横 

あいきょう 

の 席で 山 木が 一生 けんめいに 愛嬌 を ふりまき、 皆に 

あいさつの ため 帽子 を ふった。 

「な あんだ、 この間まで 道 傍に えんこし ていた 牛乳 配 

達 車 じ やない か」 

「あつ、 すげ え や。 こんな 大きな 牛の 絵 をつ けて、 グ 

ランド. 力 二 ヨンまで 行く のかね。 あっちの 犬に 吠え 



な 自動車 は、 黄い 〔# 「黄い」 は ママ〕 路面 を 北へ 北へ 

ととって、 順調に 走って いるの だった。 

二人の 気持 も、 ようやく 落着いて きた。 

「ねえ、 山 木」 と、 ハンドル を 握って いる 河 合が いつ 

た。 

「なんだ 河 合」 

「さっき 仲間が みんな 送って くれた けれど、 あの 中に 

チャン 

張 と ネッドの 姿が 見えな か つたよう に 思 うんだ、 そ 

うじゃなかった かい」 

「張と ネッド、 そういえば 見かけなかった よう だね」 

「おかしい じ やない か、 あんなに 仲よ しの 張 も ネッド 



用 自動車 は、 崖から 落ちて 何回 かくる くるひつ くリか 

えって 転げたら しく、 もうす こしで 流れに とびこみ そ 

うなと ころで、 腹 を 天に 向けて いた。 それに 乗って い 

た 二人の 少年 は、 一人が すぐ 崖 下に、 一人 は それから 

十メ— トル も 先に 投げ出され ていた。 

すべ 

山 木と 河 合 は、 崖 をった わって、 ずるずると 下に 滑 

り 下りた。 

「や あ、 やっぱり そうだ。 ネッド だ！」 

河 合が、 たおれて いる 少年 を 抱きお こして、 その 顔 

を 見て 叫んだ。 

「ええつ、 ネッド か。 かわいそうに、 もう ft をして い 



を かけた。 

「うう ッ。 痛い …… 」 

うな ごえ 

皆の 呼ぶ 声が、 張に 通じた と 見え、 彼 は 呻り 声 を あ 

げ、 顔をしかめた。 

張 は 死んだ ので はない。 

三人の 少年た ち は 安心 をして 元 気づいた。 張の 怪我 

じょうはく 

したと ころ を 調べて みると、 それ は 左の 上膊 (上の 腕) 

を 何 かで ひどく 引裂いて いた。 傷 はい やに 長く、 永く 

のうひんけつ 

見て いると 脳貧血が 起り そうであった。 河 合 は、 箱自 

動 車の 方へ とんで 帰って、 救急 袋 を 持ち 戻った。 そこ 

まうたい 

で とりあえず 張の 腕 を 包帯で しば つ て 血 どめ を 施した 



た。 すると ネッドが いった。 

「それなら、 水晶 さま を 誰かに 売って、 そのお 金で 缶 

詰 を 買ったら どうだろう」 

I は はか ，1 

と 張 は 怒って、 ネッド を 睨みつ けたが、 とたんに 力 

が 身体に はいって 傷が 痛み だした。 彼 は 三人の 笑いの 

中に、 ひとり 歯 をく いしば つた。 

「しかし 何とかして 食糧 を 手に入れな いと、 この 旅行 

はもう 続けられな いよ。 つまり ここから 引返す か、 何 

とか 食糧 を 手に入れて 旅行 を 続ける か、 どっち か を 決 

め るんだ」 



「そんな こと はない よ」 

「さあさあ、 この 幕 を 張る から、 みんな 箱 車の 屋根へ 

のぼって 手伝え」 

ネッドの 声が、 頭の 上に 聞え た。 どこから 出して 来 

たか 大きな 文字の 書いた 幕 を 手に している。 よく 見る 

とそれ は 自分た ちの 天幕だった が、 文字 は ネッドが 書 

いた ものら しい。 その 幕 を、 ネッドの いう ままに、 箱 

自動車の 上に 横への ばして 張って みて 呆れた。 



* 神秘なる 世界的 占師、 牛頭大 仙人 はこ こに 来れ 

リ。 未来に つき 知らん とする 者 は、 ここに 来りて 



こに 曲った フォン (多分 古 い ラジオ 受信機の ラ ツバで 

あろう、 こんな もの を どこで 探して きたんだろう) を 

取 付けた。 

「さあ、 もういい から、 これで あそこに 見える 町の 中 

を 一周 リ 練って 廻り、 そして ここへ 戻って くるの だ」 

ネッド は、 猿の 腰掛の 上から 叫んだ。 山 木と 河 合と 

がその 方 を 見上げる と、 ネッド はいつ の 間に 服装 を か 

えたの か、 頭に は 赤い タ ー バン をぐ るぐ る 巻き、 身体 

ひきず 

に は ぞろリ と 長く 引摺 つた 力 ー テンの ような 衣 を 着、 

いやに 取 済ました 顔 付 をして いたが、 山 木た ちが あま 

り いつまでも 見つめて いるもの だから、 はずかしく 



「ばか をい つち やい かん、 いくら 子供 だって …… 」 と 

ジグス は 呆れ顔に なり 「あの よぼよぼ 博士 はもち ろん 

のこと、 地球上の どんなえ らい 人間 だって、 火星へ 旅 

行 をした ことの ある 者なん て 一 人 も ある もんかね。 火 

星 は 月よりも つと 遠い の だよ。 その 月世界へ 行った 者 

だって、 唯一 人 居ない じ やない か」 

「なるほど、 そうでし たね」 

山 木 は、 頭 を かいた。 すると 河 合が 代って ジ ダスに 

frt ヽ iy。 

1111 口 レ / 

「で、 今でも 博士 は 火星 探険 協会 長の 仕事 をして いる 

のです か」 



惑 だからね」 

ジグス は、 首 をす くめて 見せた。 

「なぜ 引越したん でしよう」 

「それ はお 前、 こういう わけ だ。 つまり アリゾナの 方 

が、 ここより は 土地が 高い から、 それだけ 火星に 近い 

と いう 便利が あるから よ」 

「 ま ま ま ま II 

「笑う 奴が あるか、 本当の こと だぜ。 それに 三十 年 も 

使った 塔 だから、 もう 古くな つて、 あの 仙人の 自動車 

みたい にがた がた になった のさ。 それで アリゾナに 新 

しい 塔 を 建てた というわけだ」 



とんだ 災難 



やがて 博士 は、 箱 車から 顔 を 放した。 

改めて 笑声が、 まわりから 起った。 

「博士 さま、 お前 さま は "コ— ヒ— に 追い かけられて 

大火 傷 をす るぞ， といわれ たでね え かよ、 はは はは」 

「はは はは。 それによ、 お前 さまの 将来 は 〃この 世界 

の涯 まで 探しても 寝床 一 つ 持てなくなる し、 自分の 身 

体 を 埋める 墓場 さえこの 世界に は 用意され ないで あろ 



う， といわれ たでね え か。 やれ まあお 気の毒な こと 

じ や ま ま ま ま 」 

「おまけによ、 お前 さま は "心臓 を 凍らせた まま 五 千 

年間 立った ままで いなければ ならぬ。 一度 だって 腰 を 

下ろす こと は 出来ない ぞ， といわれ たでね え かよ。 お 

気の毒な ことじ や。 はつ はつ はつ はつ」 

笑声のお こり は、 博士が 牛 頭 仙人から お告げに ある 

らしい。 すると 博士 は、 コ —ヒ— に 追い かけられる こ 

と、 寝床 も 墓 も 持てない こと、 五 千年間 立ちん 棒 をす 

る こと を 告げられ たの だ。 

博士 は 人だかり を かきわける ようにして 出て きた。 



から 一挺の 古風な ナイフ を 出す と 彼の 手に 渡して、 

「この ナイフ を、 僕が 怪我 させた 少年に 対し、 謝罪の 

意味で 贈りたい と 思う、 君から 伝達 を 頼む」 

つつ， I 

といった。 そして 博士 は、 人々 の 笑声と 罵りの 声 

を 後に して 逃げる ように こそこそと、 自動車の 置いて 

ある 国道へ 急いだ。 



豪華な 昼食 



とだろう。 あれ は、 君が 出発 前に 僕が ネッド を 使って 

いわせた 占いと 同じような もので 水晶の 珠を 使わな く 

て も 分 るんだ」 

張 は、 くす くす と 笑いつ づける。 

「ふうん * 一 一日 後に 僕たちが 厄介 を 背負い こむ だろう， 

などと いう あれ だね。 あれ は ひどい よ」 

河 合 は、 張 をに らんだ。 が、 あのと きのこと を 思い 

出して、 おかしく なって 吹き出した。 

「はは はは、 そう 怒るな。 とにかく あれ は 占う まで も 

なく、 水晶 さまに お伺いし ないでも 口から つるつると 

出て 来た ことなんだ。 そういう 場合 は、 ふしぎに よく 



おいて、 ごろり と 寝ころが つた。 

「でも、 張 君。 それ は 罪 だよ。 デニ— 博士 は、 君の 占つ 

たこと を 本当 だと 思って、 今 も 大いに 悩んで いる こと 

だろうと 思うよ。 可哀 そうじゃ ないか」 

山 木 は 同情して、 そういった。 

そうだ、 火星 探険 協会 長た る デニ— 博士 は、 この頃 

たいへん 悩んで いて、 これまで 自信 を もっていた 自分 

の 判断力に 頼る ことができ なくなり、 牛頭大 仙人の 水 

晶 占いの こと を 聞きつ ける と、 わざわざ 駆けつけ たも 

のであろう。 だから 多分 博士 は、 張の いった こと を 今 

本気で 信じて いるので はなかろう か。 きっと、 そうだ _ 



ていた。 見渡す かぎり 雑草の しげる 凸凹 平原の 中に、 

こうした 旗の ひるがえる 小 塔の ある こと は、 この あた 

りの 風景 をます ます 異様の ものにした。 

赤 三角 研究 団の 団員 は、 どういう わけ か、 いつもた 

い て い 防毒面の ような もの を 被 つ て - J の 荒蕪地 を 走り 

まわり、 測量 をしたり、 煙 を あげたり、 そうかと 思う 

と 小型 飛行機 を 飛ばしたり、 時には 耕作 用の トラ ク 

タ ー のように 土 を 掘りながら 進行す る 自動車 を 何 台 か 

ならべ て 競争 をす るの だった。 

この 赤 三角 研究 団は、 いったい 何のた めに こんな こ 

と を やつ ている のであろう か。 



「もうあと、 檻 一 つ 出来れば、 それで 完了 だ。 全部で 

四十 個の 檻が 揃う わけ だ」 

「もう 一 つ 残って いる 檻って、 何 を 入れる 檻 かね」 

「第 十九 号の 檻 だ。 チン パン ジ ー (類人猿) を 入れる 

檻 だ」 

「ああ、 そうか。 おいおい、 瓦斯の 方 は 準備 は 出来て 

いるか あ」 

「出来す ぎて、 皆 退屈して いるよ、 昼から 野球 試合で 

も 始めよう かとい つてい る」 

「ふ ふ ふ、 えらく 手 まわしが いいね。 もちろん 瓦斯 試 

験 も すんで いるんだ ろうな あ」 



「大丈夫 だと も、 何なら 野球場 だけ を R 瓦斯で 包んで、 

その 瓦斯の 中で 野球 をしょう かとい つてい る」 

「だめ だ、 R 瓦斯 を 出しち や。 瓦斯 放出 は 今日の 午後 

三時から という ことにな つてい るから、 厳格に 時間 を 

守る ように。 そうでな いと 思い 懸けない 事件が 起る と、 

責任 上 困る からな あ」 

「僕達 は 全部 マスク を つけて いるから い いで はな い 

ゝ I 

力」 

「ああ、 僕達 はいいが、 村民で まだ 引 揚げない 連中 も 

あるだろう」 

「しかし、 放送で 再三 注意して おいた からね え、 〃この 



地区で は 瓦斯 実験 を 行う ので 危険に つき 今日の 正午 以 

後 翌日の 正午まで 立入禁止 だ， と 繰返し 注意 を 与えて 

ある。 だから、 このへんに まごまご している 者 はいな 

いよ」 

「だが、 念に は 念 を 入れない といけ ない。 とにかく R 

瓦斯の 放出 時間 は 午後 三時 だ。 それより 早く は、 やら 

ないから そのつ もりで ：••： 」 

この 会話に よると、 この 地区 一帯に、 本日の 午後 三 

時 以後 R 瓦斯が まかれる らしい。 R 瓦斯と いうの は、 

或る 学会 雑誌に 出て いたが、 それ は 元々 この 地球に は 

なかった 瓦斯で あり 天文学者が 火星に この R 瓦斯なる 



ものが ある こと を 報告した のに 端 を 発し、 この 地球で 

も 研究資料 として R 瓦斯の 製造が 始まった の だ。 R 瓦 

斯は 地球 生物に どんな 影響 を 与える か。 それにつ いて 

この 赤 三角 研究 団が今 研究 を 始めて いるので あつ た。 

今回 は、 一 般 動物 だけに 限り、 人間に 対して は 行わな 

い。 それ は 人間に 対して 行う に はま だ 危険の 程度が 分 

ら ないから であった。 今回の 動物実験 がすんだ 上で、 

次回に は 更に あらゆる 準備 をと とのえ、 人間 を 試験 台 

にす る ことと なって いた。 今まで 室内で 研究した 結果 

によると、 モルモット など は 非常に 強く 作用して、 顔 

を ゆがめ 転げ まわって 悶々 とする そうだ。 そして 一時 



とに な つ ている。 

「もうす ぐ 瓦斯 を 放出す るが、 街道の 方 をよ く 気 をつ 

けて いるんだ ぞ。 自動車が やって来たら、 すぐ 停めて 

他の 道へ まわ つ て もら うんだ」 

「はい、 よろしい」 

間もなく R 瓦斯 は、 十五 台の 自動車に 積んだ タンク 

もうもう き み 

から 濠々 と 放出され た。 黄い ろ 味 を 帯びた この 重い 瓦 

斯は、 草地 をな める ようにして 静かに ひろがって 行つ 

た。 やがて 檻 を 包み、 岡 を 包み ：：： あつ、 たいへん、 

その 岡の 蔭から 一 台の 牛乳 配達 車が ふらふらと 現われ 

た。 大きな 箱に、 乳 を しぼられる 牝牛の 絵、 そして 貼 



朝 を 迎えた が、 すぐ 出発 は 出来なかった。 それ はェン 

ジンの 調子が 悪くな つたから だ。 何しろ 古い おん ぼろ 

自動車の こと だから、 エンジン を 直す といっても 簡単 

に はいかない。 たいへん 手間が とれて 出発 は 午後 三時 

となった の だ。 

この間、 研究 団員 も、 この 洞窟の 中まで 点検に は 入つ 

て 来なかった。 いくら 物好きで も、 まさか こんな 奥深 

い 中に 人間が 隠れて いようと は 思わなかった からで あ 

る。 

少年た ちの 自動車 は、 ゆうゆうと 黄い ろ 味が かった 

R 瓦斯の 雲の 中 を 徐行して 行く。 なにしろ 石ころが 多 



いために、 車が 走らない のであった。 

研究 団員が、 この 牛乳 配達 車 を 見つける までに 約 十 

五分ば かり 時間が たった。 それ を 見つけた 団員 ビル- 

マ ー トン はお どろいた。 彼 は 早速 この こと を 本部へ 知 

ら せる と共に、 そこに 居合わせた 同僚 五名に 直ちに 仕 

事 を 中止 させ、 そして 全員 を 自動車に 乗せ、 あの 牛乳 

配達 車の いる 方向へ 向って 飛ばした のだった。 

この 車が 現場に 到着した とき は、 牛乳 配達 車の 方 は、 

岩の 上に は 車輪 をのし あげ、 ぐらり と 左に 傾いた まま 

停車して いた。 車 はこうして、 じっとし ていたが、 じつ 

として いないの は 人間の 方だった。 四 少年 は、 山 木 も 



河 合 も 張 も そして ネッド も、 岩石 散らばる 荒蕪地 の 上 

を 転々 として 転げ まわり、 そして はは はは、 ひひ ひひ 

と 笑い 転げて いた。 いったい 何が おかしい というので 

あろう か。 

そこへ 自動車 を 乗りつ け、 車から 降りた ビル • マ— 

トン を 始め 六 名の 団員 は、 雑草と 岩石の 上 を 転げ ま 

わって 笑う 四 人の 少年の 姿 をう ちな がめ、 一せ いに 表 

情 を かたくして、 その 場に 立ちす くんだ。 

やがて マ— トンが 叫んだ。 

「ああ、 大きな 手ぬ かりだった。 この 人た ち は 危険な 

R 瓦斯 を 吸って しまったの だ。 そして この 通り 苦しん 



でい る」 

「苦しんで いるの じ やない よ。 おかしくて 仕方がない 

という 風に、 笑い 転げて いるんだ」 

「ちがうよ。 おかしくて 笑って いるので はない よ。 お 

かしく もない のに 笑って いるの だ。 R 瓦斯の 中毒なん 

だ、 こうして ひどく 笑い 転げる の は …… 。 さあ、 この 

人達 を 僕たちの 車に のせて 病院へ 連れて行こう。 早く 

しないと、 この 善良に して 不幸な 人達 は、 笑い 疲れて 

死んで しまう だろう。 さあ、 手 を 貸せ」 

「よし。 じゃあ 大急ぎ だ」 

「おや、 これ は 子供 だね。 東洋人 だ」 



送りつ けない と、 安心が ならない」 

といって、 ここで は 十分の 治療が できない こと を 

はっきり させた。 そこで マ —， ^ン たち は、 笑い まわる 

四 少年 を 再び 車に 乗せて、 サム ナ ー 博士の 居る 本館 病 

院 へと 移動 させた のであった。 

本館と いうの は 二十 五籽 ばか リ西 北方へ 行った 地点 

にあり、 コロラド 大 峡谷 を 目の前に 眺める 眺望 絶佳な 

丘陵の 上に あった。 それ は 一 つの 巨大なる 塔 をな して 

いた。 しかも その 塔 は、 西の方へ かなり 傾斜して、 十 

度まで はない が 八 度 か 九 度 は 傾いて いた。 まるで 魚雷 

が 不発の まま 突き刺さつ たような 恰好で ある。 そして 



巨大な 斜塔 



あぶない ところで、 四 少年 は 生命 を とりとめた。 あ 

のま ま 濃厚な R 瓦斯の 中に 二三 時間 放っておかれたら、 

死んで しま つたこと であろう。 

サム ナ ー 博士 は、 この 瓦斯 をよ く 知ってい るので こ 

の 四 人の 少年 をう まく 治療して いる。 それでも、 四少 

年が ここへ 収容され てから、 笑いが とまるまでに は 六 

時間 も かかった。 

笑い はと まった けれど、 四 少年の 健康 は 元のと おり 



土に、 それとなく 聞いて はみ たが、 当分 ここから 出し 

て くれそう もない。 困った ことで ある。 夏休み はもう 

何日 も 残って いないから 帰りたい といった ところ、 博 

士は 学校の 方に は 通知 を 出して おいた からすつ かり 直 

るまで ここにい ていいの だと 答えた。 それで はもう 仕 

■I lly- 、、ゝ C ヽ o 
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或る日、 ネッドが 顔 を 輝かして、 仲間のと ころへ 戻つ 

てきた。 四 人の 少年の 乗って 来た 牛乳 配達 車が、 この 

本館の 或る 部屋に ちゃんと しま つ て あるの を 見付けた 

と いうので ある。 

「そうか。 それ はいい もの を 見つけた ね。 すぐ 行って 



「おや、 こんなと ころに 窓が あいている。 今まで 窓な 

ん かなかった のに ：：： 」 

と、 河 合が いいながら、 その ふしぎな 窓のと ころ ま 

で 行って、 外 をの ぞいた。 

「おやつ、 たいへん だ。 皆 早く 来い ：：： 」 

河 合 はの どが 張り裂ける ほどの 声で、 仲間 を よんだ _ 

ふだん 沈着な 彼 は、 一体 何に おどろいた のだろう か。 

とつぜん そこに あいた 窓 をと おして、 彼 は 外に 何 を 見 

たのであろう か。 



空飛ぶ 塔 

ガラス 

窓 硝子に 四 人の 少年が、 めいめいの 顔 をお しっけて、 

顔色 も 蒼白に 言葉 もな く、 ぶるぶる 慄 えてい る。 八つ 

の 目 は、 遙 かに 下方に 向けられ ている。 下に は 美しい 

コロラド 大 峡谷の 全景が あった。 

ふしぎ だ。 夢を見て いるので はなかろう か。 地階の 

窓から、 コ 口 ラド大 峡谷の 全景が 見下ろせる はずが な 

ヽ o 
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が、 事実 ちゃんと それが 見えて いるの だ。 絵で はな 



山 木 は 早口で、 河 合に きく。 

「さあ、 分らない ね、 それ は …… 」 

「家) J と 空へ 放り あげられる というの は 変じ やない か。 

飛行機 は 空 を 飛ぶ けれど、 家が 空 を 飛ぶ 話 をき いた こ 

と 力な レ」 

「噴火 じ やない かしら」 

ネッドが、 ぶるぶる 唇 を ふるわせながら いった。 

「噴火。 噴火して、 どうしたと いうんだ い」 

「この 塔の 下に 火山脈が あってね、 それが 急に 噴火し 

たんだよ。 だから 塔が 空へ 放り あげられ たんだ」 

「そうか もしれ ない ね。 とにかくたい へんだ。 そのと 



意外な 離陸 



河 合の 大胆な 解釈 は、 大体に おいて 的中して いた。 

それ は、 あれから 一 時間 ほど 後、 四 少年 は 廊下で ビル- 

マ ー トン 青年に めぐりあい、 意外な 真相 をき くこと が 

できた。 その マ ー トン 青年 —— いや マ— トン 技師が、 

油 だらけに なった 身体 を 一 一階 廊下の ベ ンチの 上に 横た 

えてい る そば を、 四 少年 は 通りかか つたので ある。 少 

年た ちに 声をかけられ、 マ ） ^ンは 大儀そう に 上半身 

を 起した。 彼 はたい へん 疲れ切つ ていた。 



「どうしたんで すか、 マ ） ^ン さん」 

と、 少年た ち は 彼 をと りまい ていった。 

「ああ、 君た ち も 逃げお くれた 組 だな」 

マ— トン は 気の毒そう にいった。 

「えつ、 逃げお くれたと は …… 」 

うちゅう てい 

「おや、 知らない のかね、 君た ち は …… 。 この 宇宙 艇 

はね、 まだ 出発す る はずで はな かったん だ。 機関室で、 

或る まちがいの 事件が 起った ため、 こうして まちがつ 

て 離陸し たんだ」 

「へえつ、 機関室で まちがつ たのです か」 

「うん。 君た ち は、 さっき 警報 ベルの 鳴った の をき か 



たし 「ほら この 前 君た ちが R 瓦斯 を 吸って 人事不省に 

なった ね。 あの 出来事に よって、 君た ち は 感づいた ろ 

うと 思った がね」 

「ああ、 R 瓦斯。 あの 実験 は、 やっぱり 火星 探険に 関 

係が あるので すか」 

「そうと も、 大いに 関係が あるんだ。 あのと きいろい 

ろな 動物 を、 原っぱに つくった 檻の 中に 収容して おい 

て、 R 瓦斯に さらした の だ。 その 結果、 ほとんど すべ 

ての 動物が、 あの 瓦斯 を 吸って 死んで しまったよ」 

こんとう 

「僕たち 人間で も 昏倒す る ぐら い です ものね え」 

「そうだ。 しかし その 中で、 割合 平気で いた ものが あ 



る。 それ は 鰐と 蜥蜴と 蛙 だ」 

はちゅう リょ うせ、， 

「爬蟲 類と 両棲類で すね」 

「うん、 もう 一 つ、 牛が 割合に 耐えた よ。 その 次の 実 

験に は、 マスク を 牛に 被せた。 すると 更によ く 耐える 

ことが 分った」 

「R 瓦斯と いうの は、 どんな 瓦斯です か」 

「R 瓦斯 は、 火星の 表面に 澱んで いる 瓦斯の 一 つで、 

これまで 地球で は 知られなかった 瓦斯 だ」 

「毒 瓦斯なん です ね」 

「地球の 生物に とって はかなり 有毒 だ。 しかし 火星の 

生物に とって は、 R 瓦斯 は 無害なん だ。 いや 彼等に 



ェ ン ジンな おらず 



そのと き 四 少年の 大好きな 青年 技師 ビル • マ ー トン 

が 廊下 を こっちへ 急ぎ足で 来る の を 河 合が 見つけた。 

「マ —， ^ン さん、 エンジン はう まくな おりました か」 

「だめなん だ、 河 合 君」 マ— トン は 肩をすくめて 見せ 

た。 

「エンジン は、 まるで 馬の ように スピ— ド • アップし 

ている。 この 調子で ゆけば、 第一 倉庫に ある 原料が 全 



「火星に 会える 方向の こと さ。 でも 三 週間ば かり 早す 

ぎた よ」 と、 マ— トン 技師 は 事 も なげにい つた。 

「ほう、 そうです か。 この 宇宙 艇は やっぱり、 火星へ 

行く ように 準備して あ つたんで すか」 

山 木 も、 いまさらながら おどろいた。 

「そうだと も、 デニ— 先生 は、 今年 こそ それ を 決行す 

る 考えで おられた。 もちろん これ は 反対者 も 多かった 

がね。 とにかく 先生 はお 気の毒な 方 だ」 

と、 マ ー トン 技師 は、 しんみり とした 調子で そうい つ 

た。 この 言葉から 思う と、 マ ー トン は デニ— 博士の 同 

II 者で あるら しい。 



んだ河 合 少年 は、 そのと たんに 心臓が 停まる 程のお ど 

ろき にぶつ かった。 機関室 は 二階から 地下 十 階までの 

えんとつ 

十二 階 を ぶっ通した 煙突の ような 部屋だった。 その 艇 

長の 部屋に、 複雑な 機械が 幾重に も 重なり あい、 大小 

まら わ..： 

さまざまの パイプ は 魚の 腸 の 如くに 見え、 紫色に 光 

る 放電管、 白熱す る 水銀灯、 呻る 変圧器な どが 目 をう 

ばい 耳 を そば だてさせる。 七 八 人の 人々 が 配電盤の 前 

に 集って 計器の 面 を 見入って いる。 抵抗の ハンドル を 

ぎりぎりと 廻す。 ぼつ！ 配電盤のう しろから 青い 火 

が 出る。 配電盤の 前に 居た 人々 は あっとい つて 後へ と 

びの く。 と、 火が 消える。 すると 人々 は、 またもや 配 



電 盤の 方へ 寄って くる。 変にな つた ェ ン ジン はま だ 直 

ら ない。 

人々 の 中に、 一段と 背の 高い 老人が 交って いた。 そ 

れ ， J そ 河 合 少年の 見覚え の あ る 火星 探険 協会 長の デ 

二 ー 博士であった。 

博士 は、 この 前 エリス 町に 姿 を あらわした ときと は 

たくま 

違い、 目 は 鋭い 光 を 持ち、 頰は 赤く 輝き、 たいへん 逞 

しく 見えた。 彼 は 宇宙 艇が 地上 を 放れて 以来 すこしも 

この 室から 去らず、 エンジンの 調子 を 直そうと して 一 

生けん めいに やって いるの だった。 

このような デニ ー 博士の 大 奮闘に も かかわらず、 ェ 



勝手に 働き 続けて いる。 

それでも デニ— 博士 は、 次々 に エンジンに 手 を 加え 

ている。 機械の 間から 青い 火花が 散ったり、 絶縁 物が 

ぼうぼうと 燃え だしたり、 とうぜん 〔# 「とうぜん」 は 

ママ〕 油が ふきだしたり、 にぎやかな ことであった。 

河 合 少年 は マ ー トン 技師と 組んで そういう ときに 勇敢 

に 機械の 中に とびこみ、 応急 処置 を 行った。 

誰も 余計な 口 をき く 者 はいなかった。 十四 時間ぶ つ 

通しに、 すこしの 乱れ もな く エンジンと 闘って いる 技 

術 者だった。 

このと き デニ ー 博士が、 くるつ と 背中 を 廻して、 一 



同の 方へ 向いた。 何 か 新しくい う ことがある らしい。 

「諸君。 これから 後 は、 二 交代制に する。 というの は、 

ェ ン ジン は 変にな つ ている けれど、 これ 以上 悪化す る 

こと はない と 思われる。 だから 当分、 変にな つた ェン 

ジンの 番をして いればい いの だと 思う。 どうせ 第一 倉 

庫の 原料 を 使いつ くせば、 エンジン は 自然に 停止す る 

に 決まって いるんだ。 そうなる の は 今から 約 四日 後の 

こと だ。 そうと 分れば 全員で 張 番をして いるに も あた 

ら ない。 A 組と B 組と 二つ こしらえて 交代制で やろ 

う」 

河 合 少年 は マ— トン 技師と 共に B 組に 入った。 デ 



二 ー 博士 も B 組だった。 B 組 は 今から 三時 間 休養 をと 

る ことにな り、 A 組の 方 は エンジンに 対し 厳重な 張番 

と 応急 処置 を 続ける ことにな つ た。 

「河 合 君。 くたびれたろう。 おなか もす いたろう。 さ 

あ 食堂へ 行って、 うんと 食べて きた まえ」 

と、 マ— トン 技師 は 河 合 少年に、 食堂へ 行く こと を 

すすめた 

「はい、 ありがとう。 マ ー トンさん は 食堂へ 行かない 

のです か」 

「後から 僕 も 行く よ。 その 前に デニ ー 博士と すこし 相 

談 してお く ことがある のでね、 君 は 遠慮せ ずに 先へ 



「張 君の ことか。 彼奴 は 大喜び だよ。 なぜって、 御馳 

走の つまつ た 缶詰の 中に うづ まつ てい るんだ からね。 

ところで 君 は 何 をた ベる かね。 何でも 持って きて やる 

よ」 

ネッド は、 にこに こして、 たずねた。 

「そうだね、 あつい コ— ヒ— とね。 それから 甘い もの 

だ。 ショ— ト. ケ— キか、 パイナップルの 缶詰で もい 

いよ」 

「よし、 何でも あるから、 うんと 持って こよう」 

「でも、 食料品が 足りない という 話 だから 持って来る 

の は 少しで いいよ」 



ぎだした もんだ から、 フォ ー クを もって 追 駆け まわし 

たの さ。 博士の 場合 は、 あべこべに コ— ヒ ー が 博士 を 

追 駆けたん だろう」 

「そうなん だ。 博士の 部屋で、 電気 コ —ヒ— 沸し を 

使って コ— ヒ ー を 沸して いたの さ。 すると 博士が 

"あつ、 熱い， と 叫んで 椅子から とびあが つたんだ。 見 

ると ね、 博士の 背中へ 何だか 棒の ような ものが 伸びて 

いるんだ。 それが ね、 よく 見る と コ ー ヒ— なんだ。 

コ— ヒ ー 沸し の 口から 棒の ようにな つ て 伸びて いるん 

だ。 茶つ ぼい 棒なん だよ。 それで 僕 は、 博士の 背中に 

もうす， ，- しでつ きそうな その 茶つ ぼい 棒 を つかんだ の 



さ。 ところが "あちち ち" さ。 両手 を 火傷し ちゃった、 

その コー ヒ— の 棒で …… 。 だって コー ヒ— は うんと 熱 

く 沸いて いたんだ からね え」 

「ふうん、 それ は 熱かったろう」 

「ところが コー ヒ ー の 棒 は、 まるで 生き ものの ように、 

博士の 逃げる 方へ いくらでも 追 駆けて いくの さ。 僕 は、 

博士 を 火傷 させて は 大変 だと 思った から、 また コ— 

ヒ ー をつ かんだ。 それから 後、 何 べん も 火傷した。 ど 

ういう わけだろう ね、 コー ヒ ー は 博士ば か リを追 駆け 

まわし たんだ」 

「それ は その はず だよ。 博士が 逃げる と、 そのうし ろ 



と、 山 木 はいう。 彼 はこのと ころ 張の 予言に 大変 興 

味 を わかせて いるの だ。 

「さあ、 どういう ことにな るか、 僕に はわから ない ね」 

ネッド も 首 を 左右に 振る。 

「博士 は 心臓 を 凍らせて 五 千年 も 立ちん坊 をして いな 

ければ ならない の だって。 いよいよ 気の毒な 博士 だ。 

しかし なぜ、 そんなに 永い 間 立ちん坊 をす るんだろう _ 

ねえ、 張 君」 

「僕が なに を 知る もの かね」 と 張 は 強く かぶり を 振つ 

た。 

) J ほんぞん 

「おやおや、 御本尊が しらな いんじゃ、 誰に も わかる 



によって、 本艇の 故障 は 遂に 直った ので あるが、 この 

先、 本艇は どんな 航路 を 選ぶべき か、 それ を 只今から 

諸君に 相談したい。 それに は 二つの 途が ある。 一 つ は 

地球へ 引返す こと、 もう 一 つ はこの 際 火星まで 行って 

しまう ことで ある。 どっち を 諸君 は 望む であろう か」 

そういって 博士 は、 一同の 顔 をぐ るつ と 見 まわした _ 

しかし 誰も 何もい わなかった。 

「現在の 本艇の 位置 は、 地球と 火星と を 結ぶ 航路の 約 

三分の 二 を 既に 突破して いる。 つまり あと 三分の ー航 

行 すれば 火星に つくので ある。 なお、 燃料 は どっちに 

しても 十分 ある。 これ は 本館 II いや 本艇に 予期 以上 



ちまおう かな、 などと いう ことにな り やしない かね」 

「さあ、 それ はわから ない ね、 マ— トンさん に 聞いて 

みなければ …… 」 

「マ —， ^ン さん も、 よく わからな いと 答えた よ、 それ 

について 僕 は 考えたん だ。 火星へ 上陸 するとき は、 御 

馳走の 固まり をた くさん こしらえて 持つ て 行く こと だ 

と 思うよ」 

「御馳走の 固まり」 

「そうなん だ。 この 御馳走の 固まり は、 僕たちが たべ 

るん じ やなく、 いざと いうと きに、 火星の 生物の 前へ 

放り だすんだ。 すると その 生物が むしゃむしゃ たべ 始 



こうして 二 時間ば かり を、 本艇は 何事もなく 至極 

、 、- おん 

平穏に 送った のであった。 その 間に、 火星の 表面 は、 

すこしば かり 西へ 位相 を 変えた。 火星の 極冠 は、 いつ 

まぶ 

も 眩しく、 一 つ 目 小僧の 目の ように 輝いて いる。 その 

他のと ころ は、 或いは 白く、 或いは 黒く 見えて いるが 

黒 いのは 多分 陸地で 雪の ない ところに ちがいない。 そ 

して その 陸地 はいくつ も 点々 として 存在し そして 蜘蛛 

の 巣の ように、 直線 的な もので つながれて いるよう に 

見える。 火星の 運河と いうの は、 そのこと であろうが 

果して 運河で あるか、 どうか、 それ はもつ と 先になら 

ねば 分らない。 



悲しんで 涙に むせんで いる 暇はなかった ので ある。 そ 

の わけ は、 冷酷なる 宇宙塵の 数 群が、 すぐ その あとに 

引続いて 本艇を 強襲した からであった。 

艇内は 混乱の 極に 達した。 はげしい 震動が 相つ いで 

起った。 艇は いまにも ばらばらに 分解して 四散し そう 

であった。 艇内 を、 ひゆ うんと 呻って すごい 速力で 飛 

び 交う 塵 塊が あった。 それ は艇 内の 大切なる 器物 を片 

端から うちこわし ていった。 

乗組員た ち は 唯 も 〔# 「唯 も」 は ママ〕 自分の 仕事の 

場所 を 守る ことができなかった。 マ ー トン 技師で さえ、 

もう 何 をす る こと もで きない。 応急 灯 は 消え そのうち 



「ああ、 何ともな いよ。 どう だ 恐ろしかった か」 

「ええ、 びっくりし ましたよ。 で、 本艇 はだい ぶ やら 

れ たようで すか、 無事に 飛んで いるので すか」 

「さあ 何とい つてい いか …… 」 と マ ） ^ンは 首 を かし 

げたが 「とにかく 今のところ はこうして 火星へ 飛び 続 

けて いるよ、 本艇の 損害 は 案外 軽い のか もしれ ない。 

デニ— 博士が いま 調べて いられる の だ」 

おお デニ— 博士。 博士 は 無事なん だ、 そしてもう 元 

気に、 重大な 仕事に 当って おられる のか。 自分 も ぼや 

ぼやして はいけ ない と、 河 合 少年 はわが 身 を 励ました。 



腕 をと つて 引戻した 者が ある。 少年 はお どろいて 振 

返った。 立って いたの は デニ ー 博士だった。 

「そこへ 身体 を 出す と、 吹 飛ばされて 墜落す るから ね。 

出ち やい かん」 

老 博士 は 重ねて 河 合に 注意 をした。 彼 は うれしく 

思って、 あつく 礼 をい つた。 博士 は、 軽く _肯 いた。 そ 

れ から、 

「そうだ。 君た ち 少年 は 四 人だった な」 

「ええ、 そうです」 

「そうか。 君た ち 少年が 本艇に 乗って くれたので、 今 

わし はたい へん 気が 強い。 これ はわし からお 礼 をい う 



よ」 

「は あ、 どうしてで すか」 

河 合 は腑に 落ちない ので、 問い返した。 

「わし はこの 年齢で あるから、 もう 先 はない が、 君た 

ち 少年 はこれ から 五十 年 も 六十 年 も 生きられ るの だ。 

わした ちが 成功させる ことができなかった 事業 は、 ぜ 

ひ 君た ち 四 人の 少年が 継いで、 成功 させて ほしい もの 

だ」 

老 博士 はしん みり とした 調子で いって、 河 合 少年の 

肩 を 叩いた。 

「は ハ。 皆に そう、，' つて、 しっかり やります。 しかし 



博士。 今度の 火星 探険 はもう 失敗と きまった のです 

ゝ I 

力」 

河 合 は 尋ねた。 老 博士の ことばが そのよう に 響いた 

からで ある。 

博士 はしば らく 黙って いた。 白い 髭が こまかく 慄ぇ 

ていた。 やがて 博士 は 口 を 開いた。 

「まだ、 はっきりし たこと は 分らぬ、 だが ね、 河合少 

年。 うまく 火星に 着陸で きたと しても 次に 火星から 地 

球 へ 戻る ときには 新しい 宇宙 艇を 建造し なければ なら 

ないだろう。 これ はたい へんな 大事 業 だ。 それに 君た 

ち 少年の 力が 絶対に 必要な の だ。 そのこと は 今に 分る 



なった し、 艇 もこのと おり 大損 傷 を 蒙って いるし ね、 

それに まだいろ いろ 心配して いる ことがあ るんだ。 お 

お、 そうだ。 こうして はいられない、 また ゆっくり 話 

をして あげよう ね」 

老 博士 は、 大事な 用事 を 思い出し たと 見え、 すたす 

たと むこうへ 行って しまった。 

それから 河 合 は 食堂 へ 行った。 

そこに は 仲間が 集って いた。 山 木 もいた。 張 もいた _ 

ネッドの 顔 も。 皆無 事であった。 運が よかった の だ。 

ただ 張 だけが 右 脚に 打撲傷 を 負って いて、 足 を ひいて 

いた。 



かに 火星の 生物の 飛んで いる 姿 は 見えない であろう か。 

たくま 

少年た ち は 思い思いに 想像 を 逞しく している。 神 

経 衰弱だった ネッド までが、 奇異の 目 を 光らせて、 下 

界に 眺め 入って いる。 

ちんじ 

が、 突然 椿事が 起った。 

「総員、 エンジン 室へ 集れ」 

けたたましい 警 鈴と、 悲痛な 叫び声。 それが 終らな 

いうちに 艇は 嵐の 中に 巻込まれ たような 妙な 音 をた て 

始め、 そして ぐんぐん 下へ 落ちて 行く のが 感じられた。 

「墜落 だ。 あつ、 火事 だ。 尾部から 煙の 尾を曳 いてい 

るぞ _ 



…… 沙漠 だ。 広い 沙漠 だ。 湖が 見える。 大きな 輪が い 

くつ も 見える。 何だか わからない …… 」 

山 木 は、 双眼鏡の 中に 入って くる もの を とらえて、 

片っ端から 言葉に 直す。 

「まだ か、 まだ か、 マ— トン 技師」 

デニ ー 博士の 声が、 爆風の ように 響く。 その 答 はな 

ヽ o 

レ 

「マ— トン 技師。 どうした …… 」 

すると 漸く マ— トンの 右手が あがった。 と 博士の 

肩が ぶ るぶ ると 慄 えた。 

「重力 中和 機の 全部。 スィッチ 入れろ」 



と、 デニ— 博士が よろよろと よろめきながら、 指揮 

台の 手すり を 力に 立 上った。 

「マ— トン 技師。 重力 中和 機 を 調整す るの だ。 着陸 用 

意。 舵 を 下げろ。 五 度へ 下げろ。 それから 零度へ 戻せ 

…：- J 

マ— トンが、 油 を はねとばしながら 龃け 出した。 

「 …… 大きな 密林 だ。 密林 だ。 あつ、 密林が 切れて、 

今度 は 海 だ。 海、 海 …… 」 

山 木が 叫ぶ。 

「右 旋回 …… 」 デニ— 博士の 声。 

「なに、 やっぱり 駄目 か。 …… 噴流 器の 右側の 列 を 使 



うんだ。 早く 早くし ろ」 

博士の この 言葉がなかったら、 宇宙 艇は むざんに も 

火星の 海に 頭 を 突 込んで 沈んで しまったろう。 そうな 

れば 折角 ここまで 宇宙 艇を 護り つづけて きた デニ— 博 

士 以下の 乗組員た ち も、 哀れ、 火星 着陸の 声 を 聞く と 

共に 異境の 海に 全員 溺死して しまったであろう。 博士 

の 沈着に して 果断な 処置が、 危機一髪の ところで 全員 

を 救った の だ。 

「沙漠！ ず ー吴！ _ 

右側の 噴流 器から、 その 全部で はない が、 二三 本の 

猛烈なる 黒色 瓦斯 を 吹き だした ので、 宇宙 艇は お尻 を 



たから だ。 それ は 密林の 木 間に 見えたり 隠れたり して 

いる。 

(火星の 動物ら しい) 

山 木 は、 その 姿 を もっと はっきり 見定めよ うとして 

テレビ 見張 器の 拡大 を あげてい つたわけ だが、 その 木 

の 間に うごめく もの はだん だん 大きく はっきりと 映写 

幕に うかびあが つ てきた。 

果して、 それ は 動物だった。 

だが 何とい う 妙な 形 を もった 動物であろう か。 早く 

いえば、 それ は 蛸と 昆蟲の 中間の 様な ものであった。 

すなわち 大きな 頭部 を 持ち、 それ を 細い 体が 重そう に 



ぐに やした 腕、 それから 三本の 同じような 脚 —— この 

脚 は、 たしかに 蛸の 足 を 思わせる ものであった。 

一体 何だろう か、 このえたい のしれ ない 動物 は …… _ 

山 木 は その 動物の あたりに 〔# 「あたりに」 は ママ〕 奇妙 

な 姿に かぎりない 興味 をお ぼえ、 それ を 発見した こと 

を 報告す るの を 忘れて いたくら いだった。 

その 奇妙な 動物 は、 木の間 を 縫って、 あっちへ 行つ 

たリ こっちへ 行ったり、 忙 がしそう にして いた。 そし 

て 彼らの 或る もの は、 幹に ぴたりと 寄り添って、 大き 

な 目 をぐ るぐ る 廻し、 触角 を 盛んに ふり 立てて、 宇宙 

艇の方 を 注視して いる 様子であった。 



迫る 火星人 

事態 はす- J ぶる 険悪 だ つ た。 

頭ので つかい 赤 蟻が 立った ような 恰好の 火星人の 大 

群 は、 見事な 隊伍 をつ くって、 刻一刻、 沙漠に 腹這い 

になった 宇宙 艇へ 近づいて 来る。 

わが 火星 探険 団の 指揮 をと る デニ— 老 博士 は、 指揮 

台の 上に 突立ち、 テレビ 見張 器 の 六つ の 映写幕 を じ つ 

と 見つめて、 身動きさ えしない。 



「へえ、 狸 踊り？」 

「ほら、 いっか 山 木 君が 教えて くれた じ やない か。 何 

とか 寺の 狸ば やしの 踊り だ。 太い 尻尾 を ぶらさげて、 

へ んな 恰好で 踊る やつ さ」 

しよ-つ じよ-つじ 

「ああ、 あれ か。 證城寺 の 狸ば やし だよ」 

「うん、 それ だ。 で、 僕たちが 自動車の 上で 踊って い 

ると、 そこへ、 ばらばらと 赤い ものが 雨の ように 降つ 

て 来 るんだ。 それで 幻 は 消えた。 おしまいだ」 

「何 だい、 その 赤い ものが、 ばらばら というの は ：：： 」 

「それが 分らない。 火の 子より は 大き いんだ。 綿 をち 

ぎった ほどの 赤い もの だ」 



しょういだん 

「すると 焼夷弾が 上から 降って くるの かな」 

「焼夷弾が 落ちて くる 下で 踊る わけ もない じ やない 

力」 

と ネッドが 異議 を 申立てた。 

「だから 僕 は、 そのうらない は、 やがてい いことの あ 

る しらせ だと 思う」 

「君 は 楽天家で、 羨し いよ。 とにかく 今に それが 本当 

か噓か 分る だろう。 あばよ」 

力 力 

そういって 河 合 は、 食料品 を 抱え 直す と、 マ 11 r ン 

技師の 許へ 走り 戻った。 

河 合が、 ちょっと 留守 をして いる 間に、 艇 外の 形勢 



見張 器の 映写幕に も、 この 瓦斯が ひろがって 行く 有 

様が 手に 取る ように 眺められた。 そして 今や 幕 面は完 

全に この 褐色 瓦斯に 蔽 われて しまったが、 しかし、 夜 

の 闇 さえ 透して 物の 見える テレビ 見張 器の 特長と して、 

ェ フ 瓦斯 をと おして 四方の 情景 は あいかわらず はっき 

りと 見えて いた。 

そうな の だ。 火星人の 大群が 先程までの あのす さま 

じい 勢い は どこへ やら、 この 瓦斯に ぶっかつ てた ちま 

ち大 混乱の 状態と なり、 列 を 乱し、 ころげまわって、 

吾れ 勝ちに 向こうへ 逃げて ゆく 有様が、 おかしい ほど 

はっきり とうつ つて ヽ， 'た。 



と 会議 を 始めた。 

それから 一時間 ほど 経った 後、 艇 内に 歓呼の 声が 

起った。 

「無電が 通じる ようにな つ たぞ。 地球と の 無電 連絡が 

とれる ようにな つ たぞ」 

えつ、 無電が 地球へ 届く ようになつ たか。 それと 聞 

いた 乗組員 は、 いそいで 無電 室へ 集った。 寝た ばかり 

の 連中 も、 寝台から はね 起きて 無電 室へ 駆 付けた。 

「もしもし、 KGO 局です ね。 …… そうです よ、 危機 

一 髪のと ころで 墜落 を 免れて 着陸し ました。 …… 皆お 

どろいて いますって。 局へ 電話が どんどん かかって き 



ベた ように 鈴な りに なって いた。 そういう ものが、 密 

林の 中から 次第 次第に 現われ、 数 を 増して くるので 

あった。 

(いったい 彼ら は、 どうしょう という 気だろう か) 

櫓と 棍棒と おびただしい 火星人の 群！ 

さ つ き は ェ フ 瓦斯 を くら つ て 総退却した 彼ら だ つ た 

が、 こんど は それに 対抗す る 手段 を 考えて 向って きた 

ものに 違いない。 

艇 内に は、 非常 配置に つけの 号令が 出、 デニ ー 博士 

はまた もや 指揮 台の 上に 立って、 テレビ 見張 器に 食い 

入る ような 視線 を 投げつ けて いる。 



乗組員た ち は、 大急ぎで 空気 服 を 着 はじめた。 大き 

な 靴、 ぶかぶかの 鎧，^ の 様な 脚 や 胴 や 腕、 蛸の 頭の 様な 

丸い 兜、 空気 タンク、 原子 エンジン 発電機。 みんなの 

姿が 変って しまった。 

「割合に 軽い ね。 へんじゃ ないか」 

「火星の 上で は、 重力が 地球の それの 約半分 なんだか 

ら、 地球で 着た ときより はずつ と 軽く 感じる のさ」 

「そうかね。 これで どうやら すこし 火星人に 似て 来た 

ぞ。 彼奴ら も 空気 服 を 着て いるの かしらん」 

「まさかね」 

そのと き 乗組員た ち は、 デニ— 博士の 前に 四 人の 少 



しかし 河 合が しきりに 急がせる のでし ぶしぶ 穴の 中へ 

下りた。 

「さあ、 こっちから 押 すんだ ぞ。 ーチ、 r ーィ、 三ン。 

そら、 よいし よ」 

「よいし よ、 おや ァ …… 」 

「よいし よ、 よいし よ」 

意外に も、 箱 自動車 は 動き 出して、 穴の 斜面 を ゆら 

ゆらと ゆれながら 上へ 押し あげられて 行った。 やがて、 

ちゃんと 元の 沙漠へ 自動車 は あがった。 

「変 だね。 この 自動車 はなん て 軽くな つたんだろう」 

「それ は その わけさ。 さっき もい つたろう。 火星の 上 



それ以来、 少年た ち は 急に 元気に なった ようで ある。 

どうしてそう なった のか、 多分 今まで 一番 しょげて い 

た ネッドが ばかにき げんがよ くな つてし まった からで 

あろう。 彼 は 跳躍 を やって、 あまり 身軽に とびあがれ 

るので うれしくな つてし まったら しい。 ネッド は、 こ 

の 自動車に 積んで あった 電気 蓄音器 を かけて みょうと 

いい 出した。 河 合 も それにさん せいした が、 電蓄が こ 

われて いない かと 心配した。 ところが、 やって みると 

しよ-つじよ ラじ 

器械 はちゃん と 廻り 出して、 あの 愉快な 「 證城寺 の 狸 

ば やし」 が 高声 器から 高らかに 流れ出した。 

「あつ、 これ はいい や。 皆で、 自動車の 上で 狸 踊 をお 



左右へ ふりはじめた。 

「證城 寺の 狸ば やし」 の リズムに 調子 を あわせて …… _ 

「しめた、 火星人 は 音楽が 分 るんだ な」 

運転台の 上の 河 合 は、 とびあがりたい ほどの うれし 

さに 包まれた。 彼 は 自動車の スピ— ドを できるだけ ゆ 

るめ た。 そして 電蓄の 増幅器の つまみ を ひねって、 音 

を 一 段と 大きく した。 

自動車 は 遂に 火星人の 群の 中に 突入した。 奇妙な 顔 

かたち をした 気味の わるい 火星人た ち は、 もはや こつ 

ちへ 襲い かかる 気配 は 示さず、 自動車の 通り道 を あけ 

た。 



から 瓦斯 を 使った のです。 あの 瓦斯 は 毒 瓦斯と いう ほ 

どの もので なく、 宇宙 艇を 保護す るた めに 張った 防御 

用の 網みたい な ものでした。 これでお 分りでしょう。 

ぼくたち は、 あなたがたの 襲撃から ぼくたちの 身 を ま 

もる ために、 やむなく あのような 手段 をと つたに すぎ 

ない のです。 あなたがた を、 ぼくたちの 方から 襲撃し 

たわけじゃありません。 よく 分って 下さい」 

山 木 は、 自分の 考え を むきだしに ぶちまけ たの だつ 

た。 

「いや、 どう だかな あ」 と ブブン はなお も 疑いの 色 を 

ゆるめず 「おれたち は、 こういう こと を 聞込んで いる _ 



物が 居る きりだった。 もっとも その 奇獣 (？) は 猫 ほ 

どの 大きさが あつたが …… 。 

四 少年が、 火星人 を この 牛乳 配達 車に 乗せて やる と、 

火星人た ち はます ます 上機嫌に なった。 彼等 は 箱の 上 

に 鈴な リ になり、 奇声 を あげて わめき さけび、 周囲で 

見物して いる 彼等の 仲間と 呼びあって 大 よろこび だ つ 

まじ 

た。 その 中には、 たくさんの 火星の 子どもが 交って い 

たが、 彼等 は 身体が たいへん 小さく、 犬の 子ぐ らいで 

あった。 しかし 大きな 頭に 大きな 目玉 をぐ るぐ る 動か 

し、 短 かい 触手 を ふりたてる ところ は 火星人の 大人と 

かわらなかった。 かわって いると ころ は、 首から 下が 



非常に 短くて、 ほうずき の 化物み たいに 見えた。 



大団円 



さ て ザ J の 物語 も、 ザ J こらで 結末に 入らなければ なら 

ない。 

火星 探険 団長の デニ— 博士た ちと 火星人の 会見 は、 

四 少年の 下 工作が 功 を 奏して た い へ ん うまく 平和的に 

いった。 そして 火星と 地球の 間に やがて 定期 航空 を ひ 



て る 部品 を 揃える， ，- とも 出来た。 

もう 一 つの 仕事の、 壊れた 宇宙 艇が 修理で きる かど 

うか は、 一 行の 運命 を きめてし まう 重大な ことがら 

だった。 この 調査に は 一週間 を 要した。 その 結果 はと 

て も 出来ない ことが 分った。 一行の 人々 の 目の前 は、 

急に 暗くな つた。 第一、 機材が どうしても 足りない し、 

工作機械 は 十分で ないし、 それに 燃料 は 絶対 不足 だつ 

た。 デニ— 博士 は、 思い切って 宇宙 艇を 小型の ものに 

設計が え をし、 乏しい 機械から これ を 作る こと を 考え 

たが、 これに も 難関が あって 成功 は 望まれそう もな 

かった。 それ は エンジン を そのまま のせる と、 艇は重 



来そう もなかった。 こんな わけで、 一行 は 遂に 地球に 

帰還す るた め の 乗物 を 用意す る - J とが 出来な いこと が 

明らかと なった。 一行の 失望と 落胆 は、 ここに 記す も 

気の毒な ほどだった。 

「マ— トンさん。 地球へ 救援 を 求める こと は 出来ない 

のです か。 つまり、 別の 宇宙 艇を この 火星へ よこして 

もらう のです」 

河 合が、 マ ー トン 技師に いった。 

「さあ、 不可能だろう ね。 なにしろ 火星まで 届く ほど 

の 有力なる 宇宙 艇を 作り 得る 組織 を 持って いる 工場 は、 

わが デ 一 一 —先生の 火星 探険 協会 をお いて 他に な い んだ 



からね」 

「宇宙 艇と いう もの は、 全然 他で は 出来な いのです か」 

「今出来て いるの は、 われわれの もの を 除く とせい ぜ 

い 月世界まで 届く ぐらいの ものなん だ。 それ も 一旦 月 

世界まで 行っても 帰還す る こと は むずかし いからね」 

「困った ものです ねえ」 

「ああ、 全く 困った」 

いつも 元気で、 最後まで 希望 を 捨てない マ— トン 技 

師も、 今 は 別人の ように 悲観の 淵に 沈んで いる。 

「ああそう だ」 と 河 合が 叫んだ。 

「マ ） r ン さん、 まだ やって みる ことがあ るで はあり 



よ 〃太陽の 子〃 号 は、 はなばなしく 初 航空の 旅に つい 

た。 地上から は 火星人た ちの 盛んな 見送りが あり、 艇 

から は デニ— 博士 一行と、 地球 訪問の 火星人 使節団と 

技術 団 とが 手 を 握り、 触手 を 動かして 挨拶 を かわした。 

こうして めでたい 地球人と 火星人との 協力に よる 宇宙 

旅行が 始まった のであった。 

デニ— 博士が 調査 作製した 宇宙 航路に よって、 〃太 

陽の 子， 号 は 最も 条件の よい 航路 を 選び、 地球へ 近づ 

いて 行った。 そして わずか 十五 日で、 その 航路 を 突破 

した。 〃太陽の 子， 号が ニュ ー ョ ー ク 郊外の 新 飛行場 

"火星， へ 無事 着陸す ると、 地球 は —— いや 全世界 は歓 
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